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秋伸びの処理 

（２度咲き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ・岡山甘栗（岡山１号）は秋伸びしやすいため、冬季のせん定作業 

で、この部分（図－59 参照）を取り除く。 

注）岡山甘栗（岡山１号）は秋伸び（２度咲き）しやすい。一方で、11 月以降、

2 度目の収穫が一部可能である。 

 

６ 間 伐    ・10a当たり 36～40本の密植栽培では、植栽 10年後に 20本、15

年後に 12～15本程度まで、縮伐・間伐を実施する。 

       ・５年生樹までは、「岡山１号」、「岡山３号」ともに、「樹冠直

径＊」は５ｍ以下であるのに対し、樹齢が６年生になると、「樹

冠直径」は５ｍより大きい個体が増加し（図－60、－61 参照）、

隣接樹同士が接し始めるため、縮伐・間伐を実施する。 

         ・地際直径（接ぎ木部位直下）が 15cm程度に達すると（樹冠直径 

5.5～6.0ｍ）、「岡山１号」、「岡山３号」ともに、第１回目の

間伐時期に達したと考えられる（図－61、－62 参照）。 

                 ・縮伐・間伐は、樹に葉が残っている状態（年内）の方が、樹の 

混み具合がよくわかり、作業効率は高くなる。 

  ・樹勢が悪く、今後の収穫が見込めない樹は、早めに間伐し、改

植する。 

         ・間伐する樹は、下草刈りに支障が生じないよう、地際から伐採 

するか、逆にやや高めに伐採し、目印を付けておく。 

         ・間伐及び縮伐を実施した樹の木口面が大きい場合、トップジン

Ｍペースト等の保護剤を塗布する。 

 

図－59 秋伸び（2度咲き）とクリ結実状況 

(勝央町河原地内） 
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・樹齢５～６年生では、樹間が５ｍあれば、樹と樹はほとんど接し

ていない（図－60～61 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

・樹齢８年生では、「岡山１号」に比べ、「岡山３号」の方が直立

性である（図－62 参照）。 

・地際直径のサイズが判れば、樹冠の大きさがある程度予想でき 

る（図－62～63 参照）。 

 

図－61 樹齢 5～6年生の栽培園地 

（勝央町河原地内） 

   

40本/10a植栽 

（5ｍ間隔） 
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・樹齢８年生に達すると、５ｍ間隔で植栽した場合、樹と樹が

接するケースが一部で発生するため、間伐や縮伐を実施する

必要がある（図－62 参照）。 

 ・樹齢 12年生に達すると、樹冠の大きさが５～９ｍにもなり、

樹同士が接するため、さらに縮伐・間伐が必要である（図－

63～65 参照）。 

 

40本/10a植栽 

（5ｍ間隔） 

 

40本/10a植栽 

（5ｍ間隔） 

 

20本/10a植栽 

（7ｍ間隔） 
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図－64 樹齢 12年生の栽培園地 

（県森林研究所内実証園） 

   

樹齢 12年生

になると、

樹間が 5ｍ

では確実に

樹と樹が接

するため、

縮伐・間伐

を要する。 

 

図-65 実証園（樹齢 13年生）間伐前後の状況 

（上段：間伐前 H30 年 11 月 下段：間伐後 R1 年 12 月） 

  

落葉前に、

間伐すべき

樹をあらか

じめ決めて

おくとよい 

 

 

作業後 

間伐実施 
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・樹齢 13 年生になると、樹間が５ｍでは樹と樹が接するため、

縮伐・間伐を要する（図－65 参照）。 

・岡山甘栗は、ニホングリに比べ、樹姿が直立性であり、樹形

が横方向より上方向に大きくなりやすい。 

・樹高が一たび大きくなってしまうと、その後、せん定や縮伐

により低樹高に誘導するのは大変手間を要するため、毎年、

適宜、せん定作業等を実施する。 

・栽培園地に広さ（ゆとり）がある場合、密植栽培より、樹間 6

ｍ以上広く確保する方が、樹形を開心形に誘導しやすく、か

つ間伐個体数も最小限に抑えることができる。 

 

７ 収穫作業   ・県北部におけるクリ収穫時期は、「岡山１号」では 10月上旬～

中旬、「岡山３号」では 10月中旬～下旬である。 

         ・「岡山 1号」は、一部、11月以降、２度咲きによる収穫も一部

期待できる。 

        ・収穫は自然落果によるものを基本とし、落果後は果実品質を保 

つため、速やかに収穫を行う。  

        ・収穫方法は慣行（手作業）、機械（器具）等が挙げられる（表－ 

11、図－66～67 参照）。作業効率だけみると、どの収穫方法 

も大差はない。 

・現時点では、生産コストが低いこと（表－12 参照）や、屈ま 

ずに作業ができる点で、簡易な収穫器具を使用する方法が最も

有効である（図－67 参照）。 

         

  

  

 

 

 

 

 

出典：西山（2016b、2017a、2020a） 

             


